\ Am ^ まをのために 


ソニー製品は安全に充分配慮して設計されていまず。しかし、電 
気製品はすべて、まちびった使いかたをずると、义災や感電など 
により人身事故になることびあり危険でず。事故を防ぐために次 
のことを必ずお守りください。 


を全のためのを意事項を守る 


この r ま全のために」をよくお読みください。 


定期的に点検する 


1年に1度は、電源〕ードのプラグ部と〕ンセントとの間にほこ 
りびたまっていないか、故障したまま使用していないか、などを 
点検してください。 


故障した5使わない 


動作びおかしくなったり、破損しているのに気づいたら、すぐに 
お買い上げ店またはソニーサービス窓口に修理をご依頼くださ 
い。 


万一、異常び起きた5 


. 〇電源を切る 
^ © 電源コードを巧く 

〇お買い上げ店またはソ 
ニー サービス窓□に修 
理を依頼ずる 



警告表示の意味 

取扱説明書および製品では、巧 
のよつな表のをしています。表 
示の内容をよく理解してから本 
文をお読みください。 

IA 危晚 

この表示のミ主意事項を守 b ない 
と、火災•感電-破裂などによ 
り死 t や大けがなどの人身事故 
び生じます。 

I 么警告 I 

この表示のミ主意事頂を守 b ない 
と、火災•感電などにより死 t 
や大けびなど人身事故の原因と 
なります。 

[A を思 I 

この表示の注意事頂を守 5 ない 
と、感電やその他の事故によりけ 
びをしたり周辺の家財に損害を与 
文た0することびあ0ます。 

ま意を促ず記号 

底 A 

火災 感電 

行為を禁止ずる記号 

の® (!) 

禁止 接触禁止めれ手禁止 

行為を指示ずる記号 

〇 

指示 


正し<お使いいただ<ために 

まを上のごま意 

ま全について： 

家庭用電源コンセント ( AC 100 V ) につない 
でお使いください。 

電源 コードについて： 

電源コードを抜くとさは、コードを引っ張ら 
ずに、必ずプラグを持って抜いてください。 

留守にずるときは： 

本機の POWER スイッチを OFF にしただけで 
は、電源は完全に切れていません。 

ご旅行などで長い間お使いにならないとを 
は、必ず電源コードをコンセントからあいて 
<ださい。 

異常や不具合び起きた 5: 

万一、異常や不具合び起きたとをや異物び中 
にはいったとをは、すぐに電源コードを抜 
を、お買い上げ店またはソニーサービス窓 □ 
にご相談ください。 

取 0 扱い上のごま意： 

•スピーカーユニット、内蔵アンプ、キャビ 
ネットは精密に調整してありまず。分解、 
改造などはしないでください。 

•特に、ジャックには異物を入れないでくだ 
さい。故障や事故の原因になります。 
•破損を防ぐため、本機をバーソナルコン 
ピューターやオーディオ機器と接続する前 
にそれぞれの電源を切ってください。 

お手入れのしかた： 

•キャビネットびちれたときは、中性洗剤を 
少し含ませた柔らかい巧でふいてくださ 
し、。シンナー、ベンジン、アルコールなど 
は表面の仕上げを傷めますので、使わない 
で < ださい。 


下記の法意事項を守 5 なし、と义災 • 感電により 


44 S 諸謂因を立;昔。’ 


をな仕様 


内部に水や異物を入れない 

水や異物び入ると义災や感電の原因となりまず。万一、水や 
異物び入ったとさは、ずぐにスイッチを切り、電源コードを 
コンセントから巧いて、お買い上げ店またはソニーサービス 
窓口にご相談ください。 



めれた手で電源コードをさわ日ない 

感電の原因となることびあります。 



本体や電源コードを巧団などでおおった状態で使わな 


い 

熱びこちつてケースび変おしたり、义災の原因となることび 
友 D ます。 


Q 

禁止 



A ホ叫下記のを意事項を守! 5 なし、とけびをしたり周辺の家財に損害を与えたり 
/へ出司ずることびありまず。 


はじめか日ボリュームを上げすぎない 

突然大さな音び出て耳をいためることびありまず。ボリュームは徐々に上げ 
ましよう。とくに、 MD 、 CD や DAT など、雑音の少ないデジタル機器を 


Q 


へッドホンで聞くとさにはごを意ください。 


禁止 


な証書とアフターヴービス 


スピーカー部 
サテライトス ピーカー 

型式フルレンジ 

防磁型 ( JEITA *) 

使用スピーカー直径57 mm 、 コーン型 
エンク□-ジャーち式 
密閉型 

インピーダンス 4 n 
コードの長さ2 m 

サブウーファー 

型式 アクティブサブウーファー 

使用スピーカー直径120 mm 、 コーン型 
エンク□-ジャー方式 

バスレフ型 
インピーダンス8 〇 

アンプ部 


実効出力 

5 W (全高調波歪10 %、 

1 kHz 、 4 0) (サテライトス 
ヒーカー ） 

25 W (全高調波歪10 %. 

1日日 Hz 、 8 n ) (サブウー 
ファー） （ J 曰 TA *) 

入力 

ステレオ S ニプラグ付さ入力 
コード （2 m ) X 1 
ステレオ S ニジャック X 1 
(INPUT 2) 

入カインピーダンス 

4.7 kO (1 kHz ) 

出力 

ステレオ S ニジャック 

( PHONES ) 

電源部-その他 

電源 

AC 100 V (50/60 Hz ) 

消費電力 

18 W 

最大外形寸法 

約 50 XM 日 X 99 mm (コント 

□—フ ー） 

約 98 x 124 x 84 mm (ヴテライ 
トスピーカー机上時） 

約 98 x 98 x 83 mm (サテライト 
スピーカー壁掛時） 

約 163 x 267 x 301 mm (ヴプ 
ウーファー）（幅/高さ/奥行さ） 


保証書 

• この製品には保証書び添付されていますの 
で、お買い上げの際お買い上げ店でお受け 
取り <ださい。 

• 所定事項の記入および記載内容をおおかめ 
の5え、大切に保存してください。 

• 保証期間は、お買い上げ曰より1年間です。 


アフターサービス 

調テび悪いときはまずチェックを 

この説明書をちラー度ご覧になってお調べく 
ださい。 

それでち具合の悪いときは 

お買い上げ店、または添付の r ソニーご相談 
窓□のご案内」にあるお近くのソニーサービ 
ス窓□にご相談ください。 


保証期間中の修理は 

保証書の記載内容に基づいて修理させていた 
だきまず。くわしくはイ呆証書をご覧くださ 
い。 

保証期間経過後の修理は 

修理によって機能び維持でをる場合は、ご要 
望により有料修理させていたださます。 
部品の保有期間について 
当社ではアクティブスピーカーシステムの巧 
修用性能部品(製品の機能を維持するために 
お要な部品)を、製造打ち切り後6年間保有し 
ていまず。この部品な有期間を修理可能の期 
間とさせていたださます。保有期間び経過し 
たあとも、故障箇所によっては修理可能の場 
合びありまずので、お買い上げ店またはソ 
二ーサービス窓□にご相談ください。 


設置について： 

• 次のよラな場所は避けてください。 

一直射日光の当たる所、暖房器具の近くな 
ど、温度の高い所。 

一窓を閉め切った自動車内(特に夏季)。 
一風呂場など、湿気のをい所。 

一ほこりのをい巧、砂地の上。 

一時計、キャッシュカードなどの近く。 
(防磁設計になっていますび、録音ミちみ 
テープや時計、キャッシュカード、フ 
□ッピーディスクなどは、スピーカーの 
前面に近づけないでください。） 

• 平らな場所に設置してください。 

•設置条件によっては、倒れたり落下したり 
ずることびあります。貴重品などを近くに 
置かないでください。 

•通風のため、サブウーファーの裏面に充分 
なスペースをとって配置してください。 

• 本機の上に物をのせないでください。 


2-593-588-05(1) 

SONY. 

アクテイ ブス と。一 力ーシステム 


取扱説明書 

お買い上げいただきありがとラごさ’いまず。 

I A 产>■化 I 電気製品は安全のためのを意事項を守らないと、火災や人身事故 
|/へ^ n | になることがあ0ます。 

この取扱説明書には、事故を防ぐための重要なミ主意事項と製品の取0扱いかたを 
示しています。 この取扱説明書をよくお読みのラえ、 製品を安全にお使いくださ 
し、。お読みになったあとは、いつでも見られるところに必ず保管してください。 
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モニター画面に色む百び起宝た S ©2005 Sony Corporation 

このスピーカーシステムは防磁型 ( JEITA *) Printed in Malaysia 

のため、モニターのそばに置いて使ラことび 
でをますび、モニターの種類(ブラウン管式） 

により色むらび起こる場合びあります。 

色む6が起きた S : 

いったんモニターの電源を切り、15〜30分 
後に再び電源を入れて<ださい。 

それでち色む6が残るときは： 

スピーカーをさらにモニターから離してくだ 
さい。 

さ S に 

スピーカーの近くに磁気を発生ずるちのびない 
よラにごを意ください。スピーカーとの相互作 
用により、色む5を起こす場合びあります。 

磁気を発生ずる物 

ラック、置き台の扉に装着された磁石、健康 
器具、玩具などに使われている磁石など。 


質量 約134 a (コント□ーラー) 

約 294 g (サテライトスピー 
力— ) 

約 4.2 ka (サブウーファー) 
コードの長さ約2 m (コント□-ルケーブル) 
約2 m (電源コード） 

付属品 な証書付さ取扱説明書 （ 1 ) 

ソニーご相談窓□のご案内 （1) 

別売りアクセサ U — 

プラグアダプター 
PC -236 MS (ミニプラグー 

ステレオ=ニジャック） 

接続コード 

RK - G 136 (ステレオ吉ニプ 
ラグトーステレオ=ニプラ 
グ） （1.5 m )、 

RK - G 138 (ステレオ2ウェイ 
プラグステレオ=二 
ジャック） 

本機の仕様および外観は、改良のため予告なく 
変更することびありますび、ご了承ください。 

* JEITA は電子情報技術産業協会の略称です。 



上記を号へ接続を、最初のガイダンスが流れている間に 
r 309 j + r # j を巧してください。直接、担当窓口へおつなぞしまず。 


ソニー巧式を社 干 1 08 - 007 已東を都港区港南 1 - 7- 1 














接続 



接続コード（別売り） 


LINE OUT 端子、または 
ヘッドホン端子（ステレオ 
ミニジヤック）へ 


INPUT 2 
端子へ 


サテライトス ピーカー 

(裏耐 


FRONT Ril 子へ FRONT Lil 子へ 


接続コード- 

(コント□—ラー の入 カコー ド） 



コント□— ラー 

慮耐 


サブウーファー（裏面） 


LINE OUT 端子、 
またはへッドホン端 
子へ 


電源コンセントへ 


"ウオークマン"、 " WALKMAN " はへッドホンステレオ商品を表すソニー株式会社の登録商標です。 


1サテライトスピーカーをサブウーファーにつなぐ 

サテライトスピーカーの位置を確認し、それぞれの端子をつなぎます。 

2コント□—ラーを、お聞をになる機器につなぐ 

—パーソナルコンピューターなど 

コント□-ラーの入カコードを、パーソナルコンピューターなどの LINE OUT 端子またはへッドホン端 
テにつなぎます。詳しくは、パーソナルコンピューターに付属の取扱説明書をご覧ください。 

— CD / MD ウ オーク マンなど 

コント□-ラーの INPUT 2端子と、 CD / MD ウオークマンなどの LINE OUT 端テまたはへッドホン 
端テをつなぎます。接続コードは本機には付属していません。 

ご注意 

つないだ機器の音を聞くときは、つないだ機器のラちどちらか一方の電源を入れてください。 

3 サブウーファーの電源プラグを家庭用電源コンセントにつなぐ 


4スピーカー を配置する 


パーソナルコンピューターや 
CD / MD ウ オーク マンなど 


電源ランプびちらつく 



口 
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ヴテライトス ピーカーの 設置 

サテライトスピーカーは、机に置いたり、壁に取り付けたりして使います。 

机に置いてほラとをは 

ヴテライトスピーカーにスタンドを取り付けて、机に置いて使います。 



1サテライトスピーカー底面にある溝に、スタンドを是し込む 

スタンドを取り付けると、ヴテライトスピーカーを好みの角度に調節できます。 

2スタンドび固定されていることを確認する 

「カチッ」という音がするまで、スタンドを溝に巧し込んでください。 

ごま意 

スタンドを取り付けるとさは、サテライトスピーカーの溝に指をかけないでください。けがの原因 
となります。 


壁に取0付けてほ5と宝は 

サテライトスピーカーは、壁に取り付けることびできます。ムツ下のごミ主意にしたびって、安全に 
取り付けてください。まちびった取り付けかたをすると、スピーカーの落下や、けびや故障の原 
因となることびあります。 


ネジ巧 



1取り付け用ネジを壁にしっかり固定する 

ご注意 

• 壁の厚さび十分であるかどうかご*認ください。石實ボードの厚みは、 9.5 mml ； Lh び適切で 
す。 

•石青ボードに取り付けるときは、指定の留め金(取り付け用ネジ、后 Ij 売り）をお使いください。 

• 取り付け用ネジのご使用については、付属の取扱説明書をご覧ください。 

• 耐荷重量2日 kgLU 上の取り付け用ネジをお使い<ださい。 

• 取り付け用ネジに付属の取扱説明書もご覧ください。 

• 直径4 mm の取り付け用ネジをお使いください。 

• 取り付け用ネジの頭の部分が壁から日 mm の位置に<るよラに取り付けて<ださい。 

• ネジのゆるみを防ぐため、取り付け用ネジにボンド(嫌気性の接着剤)を付けてください。 

2サテライトスピーカーを壁に取 D 付ける 

取り付け用ネジを、ヴテライトスピーカーのネジ巧に差し込みます。 

ごま意 

• 壁に取り付ける前に、サテライトスピーカーからスタンドを取り外してください。 

• お使いになる前に、確実にサテライトスピーカーを壁に固定してください。 


VOLUME つまみが最ル （ MIN ) に 
絞られている。 

VOLUME つまみで調節する。 

入カコードがしっかり接続されて 
いない。 

入カコードを確実に接続する。 

接続した機器のへッドホン端子に 
接続している。 

接続した機器の音量を上げる。 

コント□ーラーの PHONES 端子 
にへッドホンが接続されている。 

へッドホンをはずす。 


音量を上げたときに電源ランプがち6つくことがありますが、故障ではあ 
りません。 


使い方 

音を聞<とまは 


POWER スイッチ 


VOLUME/BASS つまみ 


PHONES 端子 


コント□— ラー 


VOLUME つまみ： 全体の音量を調節します。 

BASS つまみ： 低音を調節します(サブウーファー)。 

PHONES 端子： 一人で聞くときに、へッドホンをつなぎます。 

VOLUME つまみでスピーカーの音量を最ルにしてください。スピーカーをへッドホン出力に接 
続する場をは、あらかじめ接続した機器の音量を下げておきます。 

1 コント□—ラーの POWER スイツチを ON にする 

電源ランプが点灯します。 

2コント□—ラーにつないだ機器のうち、お聞きになる機器の電源を入れる 

ご注意 

つないだ機器の両ちの電源を一度に入れないでください。両ちの機器から音が出てしまいます。 

3 コント□—ラーの VOLUME つまみを調節する 

サブウーファーとヴテライトスピーカーの音量を調節でさます。へッドホン出力につないだとさ 
は、つないだ機器の音量を調節してください。 

聞き終わったら、 POWER スイッチを OFF にしてくださし、電源ランプが消えます。 

へツ ドホンやイヤホンをほうときは 

へッドホンやイヤホンを、コント□ーラーの PHONES 端子につないでください。 

ご注意 

メガベース機能や、ウオークマンなどのバスブースト機能は解除してください。ひずみの原因となるこ 
とがあります。 


故障かな？とおった6 


あが 

原因 

処置 

音が割れる、またはノイ 

入力信号が大きすぎる。 

接続した機器の音量を下げる。 

スか出る 

接続した機器のバスブースト機能 
を使用している。 

バスブースト機能を解除する。 


接続した機器のへッドホン端子に 
接続している。 

接続した機器に LINE OUT 端テがある 
時は 、 LINE OUT 端テに接続する。 

入カコードがしっかり接続されて 
いない。 

入カコードを確実に接続する。 

テレビに近すざる所に設置されて 
し、る。 

テレビから離して設置する。 

巨 ASS 音量が大きすぎる。 

目 ASS つまみを回して低音の音量を 
調整する。 


音がルさい、または音が POWER スイッチが OFF になって POWER スイッチを ON にする。 
出ない いる。 











